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開設の⽬的・概要　等

　腸内細菌叢により形成される腸内環境が、免疫機能および発癌、神経、内分泌系に深く関与することが明らかにされてきている。それ故に、この腸内細菌叢に影響を与えるとされるヨーグルトをはじめとす
る発酵⾷品の摂取は、未病および健康維持に有⽤と考えられ、超⾼齢化社会を迎える我が国の健康対策として注⽬を集めている。これら発酵⾷品に含まれる乳酸菌をはじめとする微⽣物による免疫調
節作⽤について全世界で研究が精⼒的に⾏われており、我が国は当該研究分野をリードしている。しかし、その作⽤メカニズムについては不明な部分が多く、世界中で多くの研究が競って⾏われている。本
学の医科学領域とスポーツ健康科学領域における研究知⾒および研究技術に基づき、株式会社 明治の持つ乳酸菌リソースを有効活⽤した研究を⾏うべく、本寄付講座が設置された。
本寄付講座の主たる研究⽬的は、医学的・健康科学的な基礎研究の知⾒から、乳酸菌及び乳酸菌産⽣物の新規の⽣体機能を明らかにすることである。順天堂⼤学と株式会社 明治との共同研究で
⾒出された免疫賦活能に優れた乳酸菌株のナチュラルキラー細胞の活性化、ワクチンによる抗体価上昇の増強効果および抗腫瘍免疫活性化のメカニズムを解明する。また、乳酸菌ライブラリーの中に存在
すると予想される、異なる様々な免疫調整機能を有する他の菌株や、より多彩な⽣体機能の調整作⽤を持つ菌株の探索を⾏い、さらには、これら乳酸菌の⽣体機能調節機構のメカニズムを解明する。細
菌本体であるプロバイオティクス研究に限定せず、プレバイオティクスによる細菌叢制御機構の解明も⾏い、microbiotaのbiological functionを明らかにする。また、関連する免疫研究・癌研究等も精⼒
的に⾏い、そこで得られる知⾒および研究⼿法を乳酸菌及び乳酸菌産⽣物の⽣体機能に関する研究に応⽤することで、国⺠の健康増進に寄与できる研究を進める。
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